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動の動機づけに関する自己決定理論 (Self-determination theory) に基づいて立てた。本研究で
は、これら 2 要因に共通する自律性が媒介するポジティブな心理的効果の神経基盤の解明を目的







果を明らかにすることを目的として、探索主体 [自己 (Self) 対 他者 (Other)]と、評価基準 [内













 fMRI 実験の結果、被写体探索に関わる脳活動への探索主体の主効果 (Self > Other)が後部帯
状皮質、写真を撮る時の基準に関わる脳活動への評価基準の主効果 (Internal > External)が、背
内側前頭前皮質領域の賦活を示した。心理的不適応感の改善と被写体探索時の脳活動が Self 条件
で特異的な相関を示した脳領域は、右島皮質であった。しかしながら、心理的不適応感の改善と
写真を撮る時の脳活動に特異的な相関を示す脳領域は同定できなかった。 
 この結果は、写真撮影によってもたらされる心理的不適応感の改善が、被写体探索における自
己主体性と関連した右島皮質の賦活に媒介されることを示すものである。この解釈は、メンタル
ヘルスにおける島皮質の既知の役割と一致した。自己主体的な被写体探索要因が、自己決定理論
における自律性のポジティブな心理的効果と一致し仮説を裏付けたことから、この領域 (右島皮
質)に媒介している重要な役割であることを示唆すものである。 
 本研究は、写真撮影という行為が有する自律性によってもたらされる心理的不適応感の改善、
すなわちポジティブな心理的効果の背後にある神経基盤を明らかにした最初の研究である。この
成果は、写真撮影のみならず、多くの行動介入法に共通する知見である可能性がある。本研究で
明らかにした知見と概念的枠組から、心理的不適応感を改善するなどのメンタルヘルス向上シス
テムを科学的に提案できることが期待され、今後の発展への貢献を示唆した。 
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